



































































































































































調値型が高短の 5 調と半高調の高平 44 調を高音で歌い、中調の中平 33
調を中間音で歌うのが一般的であるのに対して、曲折声調10）の歌詞は、
声調始点の半低調から終点の低調に下る低降 21 調を低音で歌う以外は、






































































⑫と⑬の理由と考えられるのは、“ ”は 42 調の高降調である。吟唱
においては節回しが最も代表的な特徴なので、声調と楽音の関係におい








































































































































































































”“家”“無”で計 7 語あり、全体の 4％であった。調値でみ
ると 44 調 2 個、33 調 3 個、42 調 2 個の三種類であり、調類でみた
場合は、“陰平（44）”、“陽平（42）”、“陽去（33）”の三種類である。

















⑾全 13 の下句のうちに、8 句は第 1 小節の 3 拍目に休止を取っている。
これは女書歌の吟唱パターンの一つではないかと考えられる。20）
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